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１．概要（Summary） 

本研究では，金ナノ粒子配列によるナノギャップ作製方

法を提案した。金ナノ粒子の基板上配列を用いて粒子表

面付着した有機分子の長さで制御されたナノギャップを

作製した後，金配線をリフトオフにより接続するプロセスを

構築し，電気的計測および光学的計測によりナノギャップ

電極の評価を行った。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

超高精細電子ビームリソグラフィー装置 

EB 蒸着装置 

【実験方法】 

超高精細電子ビームリソグラフィー装置を用いて形成し

た溝にFig. 1のプロセスを用いて金ナノ粒子を配列した。

その後，超高精細電子ビームリソグラフィー装置と EB 蒸

着装置を用いたリフトオフプロセスにより，ナノ粒子

上に配線作製した。その電極の電気的および光学的な

評価を行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製したナノギャップ電極の電流-電圧特性（I-V 特性）

と SEM写真を Fig. 2に示す。I-V 特性は 3つのパター

ンに分類することができる。Fig. 2(e)については有機分子

が架橋されたナノギャップに見られる I-V 特性を示してお

り，ギャップが作製できていると考えられる。(d)，(f)の構造

でラマン分光法により有機分子の測定を行った結果，(d)

ではラマンスペクトルが観察されなかったが，(f)ではスペ

ーサ有機分子のラマンスペクトルを確認した。これは，ナ

ノギャップによりプラズモン電場増強効果が得られた結果

と考えられる。これらの結果から，金ナノ粒子配列により微

小なギャップが作製できていると考えられる。 
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Fig. 1 Fabrication process of nanogap electrodes 

 

Fig. 2 Electrical measurements and SEM 

observation of fabricated nanogap electrodes 


